
京都大学 工学部 地球工学科 卒業
【巨大災害情報システム研究室】→指導教員：社会心理学

京都大学大学院 情報学研究科 社会情報学専攻 前期博士課程修了
【巨大災害情報システム研究室】

京都大学大学院 情報学研究科 社会情報学専攻 後期博士課程
 単位取得退学 【巨大災害情報システム研究室】

新潟大学 災害復興科学センター 特任助教
【災害対応／GISによる情報・知の統合／被災者台帳研究】

京都大学大学院 情報学研究科 社会情報学専攻 博士号取得
【情報学博士（災害対応の効果的な意思決定モデルについて）】

新潟大学 災害・復興科学研究所 助教
【災害対応／GISによる情報・知の統合／被災者台帳研究】

静岡大学 情報学部 行動情報学科 講師
【人間行動からみた災害対応の情報処理研究】

富山大学 都市デザイン学部 都市・交通デザイン学科 准教授
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自己紹介

防災：災害情報・危機管理・BCP／地域防災
一般：行動情報・サービス科学・コンピュータサイエンス
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政 府 か ら の お 知 ら せ

みなさまのための

生  活

※この冊子は音声コードが
　各ページに印刷されています。

再建ハンドブック
〈平成23年11月30日発行〉

第3次補正予算（11月21日成立）に
盛り込まれた項目を追加しました。

ご自由にお持ち帰りください。
事業再建ハンドブックもあわせてご活用ください。

vol. 4 生活再建版
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業者との契約

工事予定

支援方策

復興支援策に関する
問合せや再建相談に
加えて、仮設住宅の
退去に関する相談、
建物の再築に関する
業者・工事に関する
相談、さらには公営
住宅への入居希望等
についての相談が強
い共起を示した。

すなわち、被災者の
再建を推進する上で
は、住宅の再建方法
のあり方やその後の
方針についての情報
を提示する必要性が
あることが明らかと
なった。

【結果】

「住まいの再建プロジェクト」
で聞き取られた相談や共有され
た話の内容を事象単位で分析

先の被災者全体の仮設住宅の退
去に関する相談、建物の再築に
関する業者・工事に関する相談、
さらには公営住宅への入居希望
等についての相談が強い共起を
示していた

一方で「再建や復興の課題は支
援と強く結びついている」とい
うことを、現場が日々に実施す
る支援の中で実感することが強
い共起関係にあった

「個別の脆弱性の課題」「サー
ビス利用」「住まい方の課題」
とともに「公営住宅に入れるか
否か」に関心が集まっていた
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息子

夫婦

公営

住宅

本人

精神

障害

同居

予定

仮設

支援

復興

自宅

解体

保健

訪問

介護

利用

完成担当

病院
入院

生活

相談

通院

必要

話

確認

土地

問題

大工

住む
修理

工事

終わる
着工

場所

建てる

入れる

地震

入る

始まる

聞く

再建

行く

申し込む

世帯

若い

娘

歳

一人暮らし

月

家

妻

夫

Subgraph:

01   
02   
03   
04   
05   
06   

07   
08   
09   
10
11

Frequency:

50

100

個別の脆弱性の課題

住まいの選択

公営住宅に入れるか否か

解体

住まい方の課題
工事
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再建や復興の課題
支援と密接な関係




